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「ドクトル・ジバゴ」の受難と栄光
──パステルナーク生誕 130 年、没後 60 年──

　かつて日本の文壇を揺るがした「パステルナーク事件」という騒動があった。
それは 1958 年 10 月 23 日、スウェーデン・アカデミーがノーベル文学賞受賞
者はソ連の詩人ボリス・パステルナークに決定、との一報から始まった。
　『ドクトル・ジバゴ』は、スターリンの大粛清を生き残ったパステルナークが、
ロシア革命期に生きた主人公、医師・ジバゴに自身を投影させて描いた長編小
説で、ロシア文学の伝統を正しく継承しているが故にブルジュア的と批判され、
ソ連国内で出版を許されなかった。これが秘密裏に国外に持ち出され、西側で
翻訳出版されたものがセンセーショナルな成功を収め、突然のノーベル賞授与
となった。受賞が発表されるや、ソ連政府は作家同盟から詩人を除名させ、そ
のうえで国外追放にすると恫喝して、ついに詩人を授賞辞退に追い込んだ。
　西側の世論はこれに対して挙って厳しい抗議の声をあげた。その中で日本ペ
ンクラブの極めて微温的な態度を象徴するある “ 事件 ” が起こる。これに敢然
と異を唱え、ペンクラブ宛に批判声明を出したのがサイデンステッカー、アイ
ヴァン・モリス、ヨゼフ・ロゲンドルフの 3 名で、平林たい子がこれに同調し
て騒動は始まった。（パステルナークは失意のうちに 1960 年に死去）
　それから 60 年。日本の文学者・知識人たちが無自覚のうちに巻き込まれた、
この誰からもすっかり忘れられた “ 狂騒曲 ” の真実に本書が初めて迫る。
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